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1 はじめに
平成23年9月8、9日のz日閥、信州大学主催のr2011年度機器・分析伎術研究会(以下、本研究会)J 
が開催された.本研究会は全国の国立大学、高等専門学校等に勤務する伎術系職員の技術発表肘論を目
的としている研究会である.本研究会では、口頭指表 28件、ポスタ一発費 56件(計84件)が行われ
た.また研究報告以外に、東日本大震民に関する特別講演なども行われたので、そのことについても報告
する.
2 開会式
信州大学学長 山沢清人先生より、 r2011年度情州大学機器・分析技術研究会に寄せてjという題
目で、東日本大震民にて敏鈍された方々へ弔意を蓋し、本研究会に参加された方々 h 歓迎の挨拶があっ
た.また、東日本大震災において被災された東北地方の大学・高専の教臓員の方々から、被害状況などの
お話を頂くため、特別講演を依頼している旨の話があった.
また信州大学工学部長技術部長 岡本正行先生より， r2011年度機捺・分析伎術研究会開催にあ
たってJという題自にて挨拶があり、具体的には、信州大学佳術部についての路があった.その中の一部
であるが、信州大学伎術部の組織形態は、f設計・製作系Jr機器・分析系Jr軒測 ・関査系Jr情報処理系Jの
4つの分野から成り立っており、中でも 15014001を国立大学の中で初めて取得するなど、環境
分野に特にカを入れて取り組んでいるとの説明があった.また地域貢献にも精力的で、大学祭のときな
どは、高校の理科の先生を講師に招き、共同で簡易授業を行うなど、地場に根差した取り組みをしている
ことの踏があった.
3 慨要(震災関連セッション、特別講演他)
まず、はじめに『震民関連セッションjと屈して、信州大学技術部の岩井一博係、岩手大学技術部の村上
武線、東北大学安全衛生管理室の薄日亜由華様、東北大学金属研究所の援本冬樹僚、福島高専の小口高昭
繊より、口事揖表にて、現在の震災桂の被害状況説明などがあった.
内容を績めて以下に示すと、東北地方における、死者行方不明者は2万人以上であり、建物の全半
旗は21万戸以上、避難所で暮らす人々は20万人以上との報告があり、その桂、各担賓者から、個別で
の露出対応、及び地震桂の教訓などについての説明があった.
腐を聞いていて、特に印皐に残ったのは、地震費生直桂は、避羅経路の確保が最優先で、迅速に行動す
るために避簸酬錬に積極的に重参加したほうが良いということや、耐震工事をした建物内に、配置しであ
る棚などに地震対東(墜にLっかりと固定するなどの転倒防止)を施していても、場所在地震の条件によ
ってはあまり効果がなかったという話があり、それがとても印量的だった.しかし、転倒防止をしていた
おかげで、建物から逃げる時闘を確保できたとの話もあり、対聞としては、転倒防止もその設置方法が揺
れの方向、上層階か下層階かということを考慮して、適切に施工しておけば十分な効果を期待すること
ができるため、形式的にならずに十分に考えて地震対策をする必要があるということを認織することが
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できた。また、避難地点に行くまでは良いのだが、着いたときに、どのように行動すればよいかは、年 回
の避難訓練をしていないと分からない人が多く見畳けられたため、年 回の遭難訓練は、自分の身を守
るためにも、是非番参加してほしいとのことであった.
その桂、「特別講演」として、『日本再生と科学 技術の使命 ~低炭素化社会への加速とカーボンナノ
テクノロジーを例として-Jという題目で、信州大学の遠藤守信先生より、こ・講演があった.内容として
は、専門的なお話というよりかは日本のものづくりを通しての、日本経曹の今桂の結であり、現在の日
本企量{メーカーなど)は、開聾経費を回収できずに、シェアが落ち込んでおり、現在は海外生産比率も 1
6. 7%(自動車電化製品は30-40%)だが‘今植はもっと進んでいき、今以上に、日本の空洞化が進
んでしまうだろうということや、今桂、日本が世界で生き残っていくには、中固と協力すべきであるなど
の話があった.また日本町教育面においては，，1、.中学校の教育は世界でもかなり進んでいるほうだが、
大学の教育は先進国の中においては最下位の位置におり、他国の大学(特にアメリカなど)は、産学官の共
同研究等が非常に盛んであるとのことから、大学教育関係者の頑張りで日本を盛り上げることができる
との話があった.また、世界では日本と同じような規模の国(ノルウェー)があり、ノルウェーにおいては、
得意分野を特化して伸ばす方法で、高いGDPを維持しており、日本は、環境筏術分野・ナノテクノロジー
分野などいくつかの分野において、世界 の伎術を有していることから、ノルウェーと同じようにf一芸
に弗でよJ的な考え方で、日本の国力を上げることができるとの、非常に前向きなお話を聞くことができ、
とても勉強になった.
4 概要(ポスター発表、口頭発費他)
ここでは聴講して、とても印量的だったものについてのみ、報告させて頂く.
簡略的になるが、本研究会の歩加に伴い、信州大学の加工技術センター見学をさせて頂いた際にお世
話になった信州大学の原山構一様の『加工技術センターにおける安全環境教育の年度別推移J~いうポ
スタ一発表にて、センターで今まで起きた事故例や、各種工作機構における注意点を記述したパネル等
を掲示して、安全管理に努めているということや、旋盤などには、加工時に揖生する切り屑の飛散を防止
するために、安全カパ一部を製作して取りつけているなど、安全環境面に特にカを入れて取り組んでお
り、とても参考になった.また他に印量的だったのは、宇都宮大学の長谷川和野慢の「学外者の分析機器
利用における先端計調分析部門の取り組みjという口頭拒曹にて、学内の分析依頼業務のほかに、学外の
分析依頼章務も受け入れるための利用方法・利用料金の股定などについての細かい話があった.具体的
には、近県の大学の訟備を有効活用(共同利用)するため、大学問ネットワークを情築し、提携した大学問
では、安い料金で設備が利用できるようなシステムを構築したり、また企業の方などの利用も推進する
ため、提携外料金というのを股け、料金は他の公共機関と同水準にて設定をして行っているとの説明が
あった。またこのようなシステムを構築することで、今までは共同研究等でしか学外者は利用できなか
ったものが、直接センターに分析依頼ができるようになり、利用者としては敷居が低くなり、利用しやす
くなったとの意見も出ているとのことより、現在所属している先端科学設術育成センターにおいても、
このようなシステム構築は診考にできるのではないかと感じた.
5 鮒辞
最桂に、本研究会に歩加するに当たり、信州大学工学部加工技術センターの見学をさせて頂く際にお
世話になりました原山浩一槌、原宏様、横井清史傑、「梅田幸晴様、また本研究会へ事参加する機会を与えて
頂きました関係者の皆様方に深く感謝致します.
